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平成２８年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２８年４月～平成２９年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名  岡山県立和気閑谷高等学校           

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  ■高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒７０９－０４２２ 

       和気郡和気町尺所１５                    

  E-mail  wakesizu@pref.okayama.jp          

  Website  http://www.wakesizu.okayama-c.ed.jp/   

  児童生徒数  男子 １５０名   女子 ２２８名  合計 ３７８名 

        児童・生徒の年齢１５歳～１８歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 ■ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

□ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

□ 防災 

□ 食育 

■ 伝統文化 

■ そのほか（地域課題発見解決学習） 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

 

１．生徒会主催ボランティア活動 

次の①～④を生徒会が主催して運営している。 

①閑谷学校ボランティアガイド 

本校は、1670 年に備前藩主池田光政公が設立した日本最古の庶民の学校「閑

谷学校」を源流としている。閑谷学校の建築意匠や歴史的遺品等について研究

し、その成果を観光ガイドという形で発表している。主に、土・日・祝日を中

心に行っている。 

②本荘小学校学童保育 

 月～金の曜日ごとのグループに分かれて活動している。各生徒の活動は週 1

回なので、他の活動（部活動や委員会活動等）と両立することが可能。 

③エコキャップ運動 

  小学校や町内各所に依頼したり、地域の方が来校くださったりしている。（こ

れまでの持込先が取扱を中止したため 2016 年 10月から休止中。） 

④閑谷学校グリーンズ 

  閑谷学校主催の野外活動を支援している。毎回の行事では本校の卒業生も活

動している。 

 

２．地域貢献活動 

 本校の活動が地域に認知され、地域との連携も広がっている。今年度、地域と

連携した主な活動は、次のとおり。 

4/22 地域清掃（3年生） 10/ 8 和気町ものづくりフェスタ 

4/29 こいこい祭り、藤まつり 10/22 釈菜 

5/15 ヤクルト工場祭り 10/29 平病院交流会 

7/11 金剛川清掃 11/23 和気町ふるさと祭り 

7/17 わんぱく広場清掃 12/10 和気駅前イルミネーション点灯式 

7/23 和気町子ども塾キャンプ 12/12 地域清掃（2年生） 

7/24 和文字焼き 1/13 地域清掃（1年生） 

7/26 水辺の楽校 1/28 和気町子ども塾閉塾式 

7/29 閑谷学校イベント 通年 ショーウィンドウディスプレイ 

 また、小中学校との連携で小中学生の学習活動の支援として次の 2つを行った。 

(1) 小中学校放課後学習支援 

 町教委が町内の小中学校を対象に行っている放課後学習支援に、本校生徒が地

域ボランティアの方と一緒に参加している。県内の教育関連企業と連携した教材

を使って、算数・数学の基礎学力向上の支援に取り組んでいる。 

(2) 理科実験講座 

 小中学生を対象に理科の実験講座を開催した。４種類の実験にそれぞれ生徒が

補助員として配置し、小中学生をサポートした。 

 

３．国際理解学習 

(1) こくさいフォーラム in Wake 

 小中高生合同で、あるいは地域の方も交え定期的にフォーラムを開催した。各
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回、20～30名（第 6回は地域の方を含め 50 名）が参加し ESDの観点から学習を展

開した。 

①第１回： 5/29  留学生と交流～和気町フォトラリー～ 

②第２回： 6/12  SDGsをゲームで体験し 2030年の世界を考える 

③第３回： 7/17  世界の教育の現状を考える 

④第４回： 9/25  コトバが無いとどうなる？ 

⑤第５回：10/23  留学生と交流～世界の食文化～ 

⑥第６回：11/26  2030年の理想の和気町を描こう 

(2) English Camp 

 「小中学生に最高の思い出を！」を目標に、小中学生が英語に親しめるような

プログラムを高校生が開発・実践している。和気町教育委員会社会教育課と共催

で、県内留学生と ALTを講師に招き実施している。なお、キャンプの様子は

http://bit.ly/2gR6e6k で公開している。 

①夏キャンプ： 8/27～28 参加者 70名 岡山県青少年教育センター閑谷学校 

②冬キャンプ：12/27～28 参加者 53名 岡山県青少年教育センター閑谷学校 

 

４．国際交流 

 論語の「仁」「恕」の精神が現地の価値観とどのような関係性があるかを交流の

テーマの一つとし、訪問団の選考は、［１次］全校生徒対象の論語に関する作文審

査、［２次］作文審査上位者対象の面接審査、で行った。 

(1) 韓国 ASPnet校訪問交流（9/29～10/1） 

韓国沃川（Okcheon）高校を生徒 4名、引率 3 名で訪問した。校長室でのあいさ

つの後、日本語クラスの授業に参加した。当日は自己紹介についての回で、グル

ープに加わり名刺交換をしながら自己紹介の練習に加わった。また、ユネスコク

ラブの生徒と論語や学校生活についての意見交換を行った。さらに、現地の英語

教育施設見学や古典音楽体験等を通して異文化に触れることができた。 

(2) 中国嘉定区サマーキャンプ（8/1～9） 

和気町が友好都市協定を結ぶ嘉定区が主催し、9か国の高校生が集い国際感覚を

養い相互理解と友好を深めるもので、和気町代表として本校から 2名が参加した。

孔子廟や博物館見学、中国伝統文化体験講習、ホスト高校生自宅での家庭体験な

どを通して、異文化に触れ交流を深めた。 

 

５．総合的な学習の時間での探究学習 

学んだことを地域で活用し実践から学ぶことで自己成長を図るサイクルの中で、

3年間 4単位のプログラムを組んでいる。地域おこし協力隊が和気町支援職員とし

て本校に常駐し、探究学習の企画立案や地域とのコーディネートを担っている。 

1 年生…自分たちが普段関わっていること、モノが、学問と結びついているこ

とに気付き、探究学習の基礎を身に付ける。 

    探究基礎Ⅰ：発見！和気閑谷高校の新事実 

    探究基礎Ⅱ：提案！和気の困りごと解決案 

2年生…身近な問題は実は世界につながっていることを、「いのち、こころ、く

らし、ぶんか、しごと」の 5分野から探究する。分野ごとに命題をお

き、その解決策や提案内容を自分たちで考え探究する。しごと分野は

ESDの観点での探求型インターンシップを行う。 

3 年生…一人ひとりが進路を実現し、これまで学んできたことがこれからの世

http://bit.ly/2gR6e6k
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の中でどのように実現できるかを、役場・学校・病院・デパートの 4

グループで和気町をテーマに協働して探究し、「和気町を理想のまち

に」を提案する。 

 

６．評価研究 

 教育現場における ESDの学習評価実践として、参加型評価 MSC（Most Significant 

Change）を研究・試行した。また、前期のこくさいフォーラムの実際から国際理

解に関するポートフォリオ案を作成し、後期のフォーラムで試行した。 

 

７．その他 

(1) 生徒による発表等 

   7/13 本荘小学校英語出前授業（英語研究部） 

   8/20 カナダ・ハナ町からの留学生と交流 

  11/12 岡山県ユネスコスクール高等学校ネットワーク実践交流会 

  11/13 岡山の歴史・文化研究フォーラム 

12/17～18 福井大学高大連携探究プロジェクト 

 12/23 ESD Caféインターキッズ国際塾 2016  

  1/31 和気中学校論語出前授業（探究学習「論語」チーム） 

   

(2) 研修会等への参加 

  11/19～20 ユネスコスクールネットワーク強化会議（ACCU） 

  12/ 3 ユネスコスクール全国大会（金沢大学） 

  12/10 広島県 ESD研修会（広島大学） 

     1/22 ESD岡山フォーラム 2017（岡山大学） 

 

 

 

 

（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

■ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

■ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 
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